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ほ
ん
の
少
し
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危
険
な
賛
沢
か
も
し
れ
ま
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可 国
分
郁
子
．
バ
イ
オ
を
着
る
。
京
都
教
育
大
学
美
術
教
育
専
攻
科
卒
業
後
、

本
山
第
二
小
学
校
で
美
術
を
教
え
る
。
秋
の
日
展
へ
向
け
て
、
〃
白
“
を
テ

ー
マ
に
白
の
持
つ
清
潔
さ
、
や
さ
し
さ
を
表
現
し
た
い
と
語
る
。
春
の
光
風

会
展
入
選
作
品
「
く
つ
ろ
ぎ
の
時
」
を
バ
ッ
ク
に
。

※イズムのブラウスを抽１
選で３名様にプレゼンＩ
卜いたします。
葉書に住所. 氏名．年ｉ
齢・職業を記名の上、１
下記までご応募< ださ；
い。' 8 7年９月2 5日締切｡！
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凸型

座
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①
。
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冒
包
○
○
ぐ
①
門

″
顔
〃
シ
リ
ー
ズ
〈
９
〉
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
来
た
若
者
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

モ
ジ
リ
ア
ニ
、
ス
ー
チ
ン
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
こ
の
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
音
色
の
呼
び
名
．
．
…
．

私
は
し
げ
し
げ
と
、
こ
の
若
者
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
見
つ
め
て
し
ま
う
の
だ

中
西
勝
〈
二
紀
会
〉

＝

ｈ''』'我也-孔I恥
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蕊親ア
ル
バ
ム
の
な
か
デ
、
微
笑
む
あ
な
た
と
わ
た
し
…
。

●
晴
れ
の
日
の
た
め
に
各
匝
真
珠
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
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９
卦

爽
や
か
な
歌
声
は
〃
海
の
手
〃
か
ら
藤
田
由
理
ピ
ア
ニ
ス
ト
》
”
〆
？
米
田
定
蔵

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
続
き
、
神
戸
の
２
番
目
の
人
工
島
と
し
て
、
埋
め
立
て
が
進
む
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
建
設
さ

れ
つ
つ
あ
る
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
。
そ
の
現
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
パ
ビ
リ
オ
ン
に
流
さ
れ
て
い
る
曲
が
あ
る
。
そ
の
曲
「
国
。

言
且
」
を
作
曲
し
、
歌
っ
て
い
る
の
が
藤
田
由
理
さ
ん
。
藤
田
さ
ん
は
、
音
楽
の
勉
強
を
ア
メ
リ
カ
の
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
修
め
た
。

「
高
校
に
行
っ
て
い
る
時
、
音
楽
関
係
の
ク
ラ
ブ
で
バ
ン
ド
を
や
っ
た
り
し
て
、
大
学
に
進
ん
だ
ら
、
本
格
的
な
勉
強
を
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
音
大
な
ん
か
に
行
く
と
、
何
か
自
由
に
音
楽
が
楽
し
め
な
い
み
た
い
だ
し
。
そ
れ
で
、
総
合
大
学
で
音
楽
科
の
あ
る
、

所
を
、
と
思
っ
て
探
し
た
ら
日
本
に
無
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
時
、
た
ま
た
ま
知
り
合
い
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
な
ら
あ
る
と
聞
き
、

ほ
と
ん
ど
日
本
の
大
学
に
行
く
の
と
同
じ
感
覚
で
イ
リ
ノ
イ
大
学
へ
行
き
ま
し
た
。
」
と
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
理
由
を
語
る
。

現
在
は
、
茨
木
市
の
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
で
子
供
達
に
音
楽
を
教
え
る
傍
ら
、
神
戸
の
ワ
ィ
ン
サ
ロ
ン
や
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
集
ま
り
で
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
を
開
く
。
ア
メ
リ
カ
の
自
由
な
風
土
で
培
わ
れ
た
感
性
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、

映
画
音
楽
等
幅
広
い
。
言
葉
を
発
す
る
前
に
は
、
す
で
に
歌
を
唱
っ
て
た
と
い
う
。
お
父
さ
ん
が
ビ
オ
ラ
を
、
お
母
さ
ん
が
バ
イ
オ
リ
ン

を
演
奏
す
る
音
楽
一
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
才
能
が
、
そ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
陸
的
精
神
に
花
開
い
た
と
言
え
る
。
（
自
宅
に
て
）

律

神
戸
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Ｆ１

己

人
間
を
見
つ
め
る
写
真
家
に
清
水
茂
〈
カ
メ
ラ
マ
ン
〉
カ
メ
？
松
原
卓
也

〃
笑
っ
た
写
真
じ
ゃ
な
い
方
が
い
い
ん
で
す
″
と
一
言
。
人
と
話
し
て
い
る
と
、
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ニ
ャ
ヶ
す
ぎ
だ
と

ま
わ
り
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と
苦
笑
。

母
校
、
関
西
学
院
の
雑
誌
「
ク
レ
セ
ン
ト
」
の
た
め
に
撮
り
続
け
た
作
品
と
新
た
に
撮
り
足
し
た
２
万
点
の
中
か
ら
選
ん
だ
皿
点
で
構

成
す
る
写
真
集
「
関
西
学
院
四
季
」
を
出
版
し
た
。

な
ん
と
な
く
入
っ
た
大
学
の
写
真
部
で
写
真
を
撮
り
始
め
、
そ
の
ま
ま
な
ん
と
な
く
フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
っ
た
。
大
学
卒
業
後

８
年
が
過
ぎ
た
弱
年
、
な
ん
と
な
さ
の
裏
付
け
を
求
め
て
オ
ハ
イ
オ
大
学
の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
科
大
学
院
に
留
学
。
帰
国
後
、
被

写
体
の
色
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
．
加
年
間
関
学
の
四
季
を
撮
り
続
け
、
空
が
突
き
抜
け
て
い
る
秋
の
写
真
が
お
気
に
入
１

年
齢
的
に
も
キ
ャ
リ
ア
的
に
も
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
い
ま
ビ
デ
オ
へ
の
興
味
、
ル
ポ
な
ど
人
間
に
密
着
し
た
拡
が
り
の
あ
る
テ
ー

マ
を
息
長
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
語
る
。

あ
る
意
味
で
は
、
ク
セ
の
あ
る
写
真
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
も
言
う
が
、
見
る
も
の
が
ふ
っ
と
暖
か
く
な
る
写
真
、
人
柄
そ
の
ま

ま
の
得
が
た
い
魅
力
が
あ
る
。
昭
和
配
年
８
月
逓
日
生
ま
れ
。
Ｏ
型
灘
区
在
住
（
関
西
学
院
に
て
）

っ
子
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ある集い口神戸テクノサロン

産
学
官
の
技
術
の
交
流
を

松
本
治
癒
〈
神
一
戸
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン
座
長
〉

神
戸
と
い
う
と
ま
ず
港
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
グ
ル
メ
な
ど
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か

ぶ
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
う
一
つ
忘
れ

て
な
ら
な
い
も
の
に
「
技
術
」
が
あ
る

古
い
話
で
恐
縮
だ
が
第
二
次
大
戦
中

神
戸
は
警
備
厳
重
な
東
京
の
代
り
に
米

軍
の
焼
夷
弾
爆
撃
の
最
初
の
実
験
都
市

に
さ
れ
、
昭
和
加
年
２
月
４
Ⅱ
に
兵
庫

区
南
部
が
焼
か
れ
た
。
次
い
で
３
月
Ⅳ

日
に
神
戸
の
西
半
分
、
６
月
５
日
に
東

半
分
を
焼
か
れ
て
壊
滅
し
た
（
こ
の
６

月
５
日
を
も
っ
て
神
戸
は
米
軍
の
爆
撃

目
標
リ
ス
ト
か
ら
抹
消
さ
れ
た
と
い
う
）

こ
れ
も
神
戸
の
技
術
力
、
生
産
力
を
米

軍
が
恐
れ
た
か
ら
に
仙
』
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
重
厚
長
大
型
の
産
業
に

は
厳
し
い
時
世
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

そ
の
持
て
る
潜
在
力
を
フ
ル
に
引
き
出

そ
う
と
本
会
は
大
学
の
研
究
者
、
産
業

界
の
管
理
者
、
技
術
者
が
相
互
に
先
端

技
術
の
情
報
を
交
換
し
、
交
流
か
烏
味
め

さ
ら
に
共
同
開
発
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

毎
月
第
３
火
曜
日
の
例
会
で
は
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

新
素
材
、
ケ
ミ
カ
ル
・
バ
イ
オ
の
４
分

野
の
う
ち
２
分
野
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び

講
師
の
方
か
ら
話
題
を
提
供
し
て
頂
き

さ
ら
に
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
講
師

を
交
え
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い

そ
の
後
懇
親
パ
ー
テ
ィ
と
な
る
。

設
立
後
１
年
半
近
く
に
し
か
な
ら
な

い
が
会
員
の
技
術
者
、
研
究
者
は
熱
心

で
、
毎
回
相
当
数
お
集
り
頂
き
、
所
期

の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
方
面

で
の
神
戸
の
復
権
を
期
待
し
て
い
る
。

■
連
絡
先

神
戸
市
中
央
区
浜
辺
通
５
１
１
１
Ｍ

神
戸
商
工
会
議
所
技
術
振
興
部

産学官技術交流懇談会
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臼、
印
】
二

皿
連
絡
先

明
石
市
大
蔵
谷
字
池
の
内
一
六
三
○
’
九
二

村
上
期
雲
方
名
筆
研
究
会

ある集い口名筆研究会

〃
文
字
を
書
く
〃
こ
と
を
原
点
に

〃
今
日
の
書
々
の
創
造
を

村
上
朔
雲
〈
名
筆
研
究
会
主
宰
〉

私
た
ち
の
会
は
文
字
通
り
〃
名
筆
“

を
研
究
す
る
会
で
す
。
対
象
と
な
る
名

筆
は
、
中
国
と
日
本
の
古
今
に
及
び
ま

す
の
で
、
会
を
作
っ
て
十
六
年
も
経
つ

の
に
全
く
の
タ
イ
ク
ッ
知
ら
ず
で
す
。

害
の
素
晴
ら
し
さ
は
〃
文
字
を
書
く
〃

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
字

を
通
し
て
私
達
は
古
人
の
心
や
生
活
ぶ

り
を
知
る
こ
と
だ
っ
て
出
来
る
の
で
魂

例
え
ば
、
一
片
の
骨
に
刻
ま
れ
た
占
い

の
文
字
か
ら
「
神
意
に
よ
り
異
民
族
○

人
を
イ
ケ
ニ
エ
に
し
た
」
と
い
う
古
代

社
会
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
断
面
を
垣
間

み
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
〃
文
字
を
書
く
〃
と
い
う

平
凡
な
原
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
〃
今
日
の

害
〃
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
大
そ
れ
た

野
望
も
い
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
書
と
い
う
芸
術
は
中
国
に
起

り
、
確
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
激

動
の
百
年
、
現
在
の
中
国
の
書
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
案
じ
て
い

ま
し
た
が
、
杷
憂
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
彼
の
国
で
は
こ
の
素
晴

ら
し
い
伝
統
を
老
幼
を
問
わ
ず
大
切
に

守
り
育
て
て
い
た
の
で
す
。
今
年
は
日

中
友
好
書
道
交
流
展
三
周
年
を
記
念
し

て
著
名
害
法
家
方
十
名
を
招
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
暑
い
夏
を
〃
書
談
〃
に

明
け
く
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

静騨面嘩
篭霧
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評
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一
ぬ
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…
蔚
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Ｉ
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言

Ａ
ｒ
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鍵竺＝

、

Ｉ

ノ

わたしとメガネ

☆

生活の幅がフレームを広げる
小室豊允

く大阪府立大学助教授〉

受験勉強がたたって始まったメ
ガネライフも、社会人になるとと
もにフレーム選びのポイントが、
ファッション性に移ってきた小室
さん。眼鏡は身体の一部と言われ
るだけあって、アメリカ留学中も
サングラスは長いおつきあいの服
部メガネさんから送ってもらわれ
たとか。

生活のバリエーションを増やし
て、もっと多彩なメガネを楽しん
でいきたいと意欲満々でいらっし
ゃいました。

狸＝

Ｉ

辞
一
一 阿辰部メガネ

神戸・大丸前念( 0 7 8 ) 3 ３１－１１２３

１１

一
》
一
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一
■

１

●コウベス
神戸開港1 2 0 年の夏祭りは、国民の海への関心を一塀高めるために、国が主催する「第２回海の祭典」

が神戸市で開催され、７月2 0 日の海の記念日に礼宮文仁殿下をお迎えして、神戸ポートアイランドホール
で、はなやかに5 0 0 0 人の人々が集って幕をあけた。橋本竜太郎運輸大臣代理の柿葎弘治運輸政務次官は、
「海国日本への認識を侍って、海洋リクレーション、海洋開発など国際性ある海事思想を高めたい」とあい
さつ。愛らしいヒゲの殿下も「海の祭典が国民の間に定着を」と若々しい言葉に会場は拍手。
第２回海の祭典を皮切りに、海上自衛隊の船上パレードや、神戸港の未来を語るシンポジウム、メリケ

ンパークの打上げ花火大会など７月２５日まで、ミナト神戸のさわやかなイベントは夏の風物を彩った。

｡

史
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４
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ｄ弘二

‘‘第２回海の祭典，，神戸開講開港120年夏祭に開く

,ｉ
閑凸 ;暫享手癖．
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